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指導段階表を有効に活用
した授業の展開と授業力の
向上、社会自立に向けて
自立活動の時間の指導の
充実

2

保護者、地域への積極的
な情報発信、組織内の情
報共有及び対応力の向上
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学 校 教 育 目 標 今年度の重点目標

・自分の気持ちが伝わり、分かり合える経験を通して、自分を大切にする力を育
てる。
・基本的な生活習慣、基礎的な知識・技能を身につけ、自立して生きる力を育て
る。
・人やもの、自然や社会とのかかわりを通して、共に生きる力を育てる。
・自ら考え決定する経験を通して、豊かに生きる力を育てる。
・自らの「からだ」と「感じる心」を大切にし、健やかに生きる力を育てる。

1． 一人一人の教師が授業力をさらに向上させていくために、積極的に授業公開を行うとともに、日々
の授業を充実させる。
２． R３．４年度の研究成果を踏まえ、指導段階表を有効に活用した授業の展開と社会自立に向けて自
立活動の時間の指導の充実を図る。
３．保護者、地域に対して積極的な情報発信を行う。学校組織として情報共有を的確に行い、組織的
な対応力を向上させる。
４．川崎市教育委員会事務局等との連携による安心安全な医療的ケア児に対する通学支援の実施及
び必要児童生徒に対する配慮食の提供を行う。
５．特別支援学校の実態に即した、タブレット端末を有効に活用した学習支援の充実、GIGAスクール
構想の推進。
6. 諸会議の在り方を見直し、教職員の働き方・仕事の進め方改革を推進する。

評 価 項 目 具 体 的 な 取 組 成 果 と 課 題 具 体 的 な 改 善 策

①校内研究において、自立活動の時間における指導の
単元・授業の作成
②適切な実態把握

【実現状況】
①研究の時間で自立活動の授業の指導案を検討する
時間を設定した。教員同士で模擬授業を実施すること
で、授業での生徒の反応や課題を想定できた。
②年度の始めに指導主事に研修を依頼し、自立活動
や実態把握についての理解を深めた。
【課題】
①授業回数が少なく、期間が空いてしまうため、日常生
活への般化がどこまでできているか不明。
②生徒の実態把握をより多角的、多面的に行う必要が
ある。生徒の実態や特性などを学級を越えて、学年で
検討する時間が乏しい。

①授業の設定の仕方を学校として検討していく。授業で
指導支援したことを日常生活に般化できるように、授業
担当と学級の教員で情報を密に共有する。
②引き続き、指導主事や外部講師などに研修を依頼
し、自立活動や実態把握の行い方についての知識や
理解を深める。会議や研究、研修の設定の仕方を学校
で検討する場を設ける。また、生徒の指導支援を検討し
たり、教材研究をしたりする時間を確保できるよう工夫す
る。

①保護者向け、地域の一部に向けて製品販売の実施
②保護者、地域に向けて生徒の美術作品（絵画）を掲
示板で掲載

【実現状況】
①製品販売を学校行事に位置づけ、大勢の方に製品
を通して本校の教育活動を発信することができた。
②地域の方、来校される保護者・外部団体の方々に生
徒の美術作品などを紹介することができた。
【課題】
①製品の量に限りがあるため、地域に関しては一部限
定的な発信となっている。
②掲示板の情報発信が関わりのある先生方でしか共有
できていない。

①製品によっては早い時間に売り切れが出てしまう状
況もあった。また、来校された方からお皿に関して製品
の向上を目指してほしいとのご意見もあった。製品の量
を増やすこと、また製品の精度向上（陶工であれば粘土
の均等な伸ばし方の指導、農園では暑さ対策の実施
等）を工夫していきたい。
②掲示板の活用では、A課程及びB課程生徒の美術作
品を写真にて掲示している。美術科と連携して旬の作
品を定期的（２～３ヵ月程度）に更新している。掲示板を
HPに掲載したり、情報担当とも協力して掲示板が目立
つように工夫したい。
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安心安全な医療的ケア児
に対する通学支援等の実
施

4

必要児童生徒に対する安
心安全な配慮食の提供

5

タブレット端末を有効に活
用した学習支援の充実、
GIGAスクール構想の推進

6

諸会議の在り方を見直し、
教職員の働き方・仕事の進
め方改革の推進

①医療的ケア児への理解を深めるため、教職員の研修
を実施
②桜校と連携し、看護師の交換勤務の実施

【実現状況】
①医療的ケア児のケアの様子を教職員で共有できた。
認定特定行為業務従事者を１名増やすことができた。
②行事等、看護師が必要な状況において、桜校と連携
して体制を整えることができた。入学時、保護者の付添
なしで医療的ケア児が登校できた。
【課題】
①A課程・B課程が合同で実施する行事が増えたことに
より、医療的ケア児の行事への参加の仕方に工夫が必
要。
②呼吸器等を装着している重症心身障害児や、地域の
中学校からの医療的ケア児の入学があった場合など、
現行の引継ぎでは不十分。

①高等部３年次に行う宿泊行事（修学旅行）に向けて、
夜間の医療的ケアの引き継ぎをする機会を高等部２年
次までに設定できるよう、教育課程も含め、検討してい
く。
②人工呼吸器等を装着している重症心身障害児や、地
域の中学校からの医療的ケア児の入学があった場合に
も対応できるような引継ぎ・受け入れの仕組み作りを行
う。

①対象生徒への配慮食の提供
②安全で美味しい配慮食の提供

【実現状況】
①軟菜食の提供を4名実施した。
②だしやゆで汁を使ったとろみあんの作成、形を残した
まま提供ができるよう、圧力鍋を用いた調理方法の工夫
を行った。
【課題】
①来年度から形態食の提供人数と形態が増える。特に
A課程の配慮食提供生徒の増加により、ワゴンにも乗せ
ることが難しくなる為工夫が必要である。
②来年度からペースト食が増えるため、調理の際の工
程が増えるので、整理が必要である。

①来年度は食缶に入れずにトレーに入れて提供を行
う。生徒の氏名を明記した食札を用いて提供を行う。
②明確な指示書の作成する。調理員と打ち合わせを
行った上での安全な配慮食の提供を行う。

学 校 関 係 者 の評 価 学校運営のまとめ

学校運営協議会において高等部卒業後の生活や就労を支援する立場の方からは、学生
の内にフォローアップシートを作成してくれていることは、進路先でも有効活用できている
ので、有難いとの評価を頂いた。学校評価アンケートは、保護者と教職員を対象にして実
施しているが、今後はも３～５年に１度の割合で第3者からの評価も実施したり、アンケート
の内容を対象者別に変えたりして回答しやすい工夫が必要とのご助言を頂いた。この
他、GIGA端末の活用や地域とのつながりの観点からも学校の取組として建設的なご意見
を頂き、今後の学校運営に参考となる評価を頂いた。

グランドデザインの方針を基に教職員、保護者にはご理解、ご協力頂きながら学校運営を行った。校内研究で
は、社会自立に向けて自立活動の時間における指導において教員同士で模擬授業を行ったり、講師の方から指
導助言を頂いたりして授業力向上の充実を図った。授業の学びが日常生活に般化できる取組を構築していくこと
が必要である。今後は医療的ケア児や配慮食提供生徒の増加に伴い、安全安心して学校生活を送ることができ
る環境整備が重要と考えられる。また、引き続きGIGAスクール構想の推進を図り、特別支援学校の実態に即した
ICT機器活用の充実、教職員の働き方改革の推進に努めていく。保護者や地域の方には、学校の組織的な取組
において学校HPや学校だより等を通じて積極的に正確な情報発信を行っていく。

①GIGA端末を利用した学習活動の実践事例の収集、
紹介
②BYOD（私物端末持ち込み）の推進

【実現状況】
①Googleのシステムを導入して学習活動をする授業が
増えてきた。Ⅲコース相当の生徒への支援方法の幅が
広がった。
②個別に端末を持ってくることで、端末の仕様を個別最
適化できている。
【課題】
①教員間でのICT機器活用の知識に差があり、授業に
組み込めるか否か個人差がある。
②普及率は学校全体で６０％程度。

①時間ができたところで、学習活動の実践事例の紹介
を行う。
②引き続き端末を活用した学習活動を取り入れ、効果と
有用性を周知していく。

①職員会議の案件を見直し、会議中に説明が必要な案
件と確認案件を仕分けし会議時間を短縮する。
②定時退勤日を毎月設定し、書面開催やオンラインで
可能な会議を設定し会議や移動時間を短縮する。

【実現状況】
①多くの案件を限られた時間の中で審議することができ
た。
②必要不可欠な会議を精査し、会議での共有時間を多
様化することができた。
【課題】
①資料作成者に提出〆切厳守に協力してもらう。
②書面開催の内容を確実に周知する。

①資料提出〆切前に共有フォルダや書面で資料作成
担当者に〆切日を伝達する。
②書面開催の内容は次回の会議でも確認する。


